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は
じ
め
に
 
 

古
墳
時
代
後
期
、
と
く
に
六
世
紀
後
半
代
に
は
群
集
墳
・
横
穴
墓
が
爆
発
的
に
増
加
す
る
。
こ
の
現
象
は
、
従
来
の
古
墳
築
造
原
 
 

理
と
は
異
な
っ
て
お
り
、
群
集
墳
・
横
穴
墓
を
造
営
す
る
契
機
や
被
葬
者
層
に
つ
い
て
、
先
学
に
よ
る
多
く
の
研
究
が
な
さ
れ
、
明
 
 

ら
か
に
な
っ
て
き
た
。
一
方
、
従
来
の
前
方
後
円
墳
な
ど
の
大
型
古
墳
も
こ
の
時
期
に
築
造
さ
れ
る
こ
と
か
ら
、
群
集
墳
の
築
造
と
 
 

い
う
大
き
な
変
化
の
中
で
、
こ
れ
ら
大
型
古
墳
の
築
造
原
理
が
ど
の
よ
う
に
変
化
す
る
の
か
と
い
う
点
に
も
問
題
が
あ
る
。
こ
れ
ら
 
 

大
型
古
墳
・
群
集
墳
な
ど
の
後
期
古
墳
が
当
時
の
地
域
単
位
の
な
か
で
ど
の
よ
う
に
形
成
さ
れ
る
の
か
と
い
う
問
題
は
、
国
造
制
の
 
 

よ
う
な
当
時
の
支
配
形
態
や
後
の
律
令
期
の
地
域
編
成
を
考
え
る
上
で
重
要
と
思
わ
れ
る
。
ま
た
、
大
型
古
墳
と
群
集
墳
。
横
穴
墓
 
 

の
階
層
的
関
係
が
ど
の
よ
う
な
形
で
現
れ
る
の
か
と
い
う
点
も
明
ら
か
に
す
る
必
要
が
あ
る
。
 
 
 

筆
者
は
か
つ
て
、
北
部
九
州
に
お
け
る
須
恵
器
生
産
の
動
向
に
つ
い
て
、
六
世
紀
か
ら
八
世
紀
代
に
か
け
て
適
時
的
に
み
た
こ
と
 
 

（
1
）
 
 

が
あ
る
が
、
旧
国
の
筑
前
と
豊
前
地
域
に
お
い
て
、
そ
の
生
産
体
制
が
そ
れ
ぞ
れ
異
な
る
可
能
性
を
指
摘
し
た
。
こ
の
間
題
は
そ
れ
 
 

ら
の
地
域
に
お
け
る
大
型
古
墳
・
群
集
墳
の
動
態
を
検
討
す
る
こ
と
に
よ
っ
て
、
解
決
の
糸
口
が
み
え
て
く
る
と
思
わ
れ
る
。
対
象
 
 

古
墳
時
代
後
期
の
地
域
編
成
 
 

1
京
都
平
野
・
宗
像
地
域
に
お
け
る
古
墳
の
分
布
様
相
か
ら
 
 

古
墳
時
代
後
期
の
地
域
編
成
 
 
 

田
 
 
 

岡
 
 

之
 
 

裕
 
 



古
墳
時
代
後
期
に
お
い
て
、
大
型
古
墳
お
よ
び
古
墳
群
、
群
集
墳
は
政
治
的
関
係
を
反
映
し
て
い
る
と
考
え
ら
れ
、
こ
れ
ま
で
も
 
 

多
く
の
研
究
が
な
さ
れ
て
き
た
。
 
 
 

群
集
墳
論
に
お
い
て
は
、
そ
の
成
立
を
古
い
共
同
体
の
分
解
と
家
父
長
的
階
級
関
係
の
発
展
の
結
果
と
捉
え
、
造
墓
主
体
に
「
家
 
 

（
2
）
 
 

父
長
的
家
族
」
と
考
え
る
立
場
が
あ
る
一
方
で
、
首
長
以
外
の
も
の
の
「
カ
バ
ネ
秩
序
」
 
へ
の
編
入
、
す
な
わ
ち
首
長
以
外
の
も
の
 
 

（
3
）
 
が
「
擬
制
的
秩
序
」
に
組
み
込
ま
れ
る
こ
と
に
よ
る
支
配
の
強
化
を
示
す
と
す
る
、
大
き
く
二
つ
の
立
場
が
あ
っ
た
。
白
石
太
一
郎
 
 

氏
は
、
こ
れ
ら
の
立
場
に
基
本
的
に
は
依
拠
し
な
が
ら
も
、
群
集
墳
の
成
立
が
大
和
政
権
を
構
成
す
る
有
力
氏
族
に
よ
る
大
規
模
な
 
 

（
4
）
 
「
擬
制
的
同
族
集
団
」
の
形
成
と
発
展
に
よ
る
と
考
え
た
。
そ
の
後
、
群
集
墳
の
出
現
に
つ
い
て
、
大
和
政
権
が
複
数
の
造
営
主
体
 
 

（
5
）
 
 

へ
 
「
墓
域
の
賜
与
」
を
お
こ
な
う
こ
と
に
よ
る
同
族
関
係
を
示
す
と
す
る
見
解
等
も
み
ら
れ
た
が
、
基
本
的
に
は
従
前
の
も
の
を
踏
 
 

襲
し
て
い
た
 
 
 

こ
れ
ら
従
来
の
議
論
に
対
し
て
、
田
中
良
之
氏
は
群
集
墳
の
造
営
を
家
父
長
層
の
台
頭
の
結
果
で
は
な
く
、
「
父
系
か
つ
直
系
的
に
 
 

（
6
）
 
継
承
さ
れ
る
家
長
の
も
と
に
構
成
さ
れ
た
直
系
・
傍
系
の
家
族
集
団
の
う
ち
、
傍
系
親
族
の
独
立
を
伴
う
分
節
運
動
」
で
あ
っ
た
と
し
、
 
 

（
7
）
 
群
集
墳
の
造
嘗
・
造
葛
主
体
に
関
す
る
議
論
に
新
し
い
展
望
を
提
示
し
た
。
 
 
 

群
集
墳
の
被
葬
者
像
が
次
第
に
明
ら
か
に
な
る
 

と
す
る
京
都
平
野
お
よ
び
宗
像
地
域
は
、
古
墳
時
代
を
と
お
し
て
大
型
古
墳
が
盛
ん
に
築
か
れ
た
地
域
で
あ
り
、
さ
ら
に
群
集
墳
の
 
 

な
か
に
も
横
穴
式
石
室
を
埋
葬
主
体
に
も
つ
古
墳
に
よ
り
群
形
成
が
な
さ
れ
る
一
方
で
、
横
穴
墓
を
墓
制
と
す
る
群
形
成
が
な
さ
れ
 
 

る
な
ど
、
墓
制
の
ヴ
ァ
リ
エ
ー
シ
ョ
ン
が
顕
著
に
み
ら
れ
る
。
こ
の
こ
と
か
ら
、
両
地
域
に
お
け
る
大
型
古
墳
・
群
集
墳
の
分
布
様
 
 

相
、
お
よ
び
そ
れ
ら
の
消
長
を
明
ら
か
に
す
る
こ
と
に
よ
っ
て
、
当
該
期
の
地
域
編
成
の
あ
り
方
の
一
端
に
近
づ
け
る
と
思
わ
れ
る
。
 
 

古
墳
時
代
後
期
の
地
域
編
成
 
 

「
研
究
史
 
 



の
群
構
成
に
お
け
る
階
層
性
が
問
題
と
さ
れ
て
き
た
。
 
 

（
8
）
 
 
 

都
出
比
呂
志
氏
は
、
近
畿
に
お
け
る
後
期
古
墳
群
の
「
群
」
の
内
容
を
墳
丘
形
態
・
規
模
か
ら
次
の
三
つ
に
分
類
し
た
。
す
な
わ
 
 

ち
、
（
一
）
前
方
後
円
墳
・
大
型
円
墳
・
方
墳
の
み
で
構
成
さ
れ
、
前
期
古
墳
以
来
の
系
譜
を
も
つ
、
支
配
者
集
団
の
古
墳
群
と
考
え
 
 

ら
れ
る
も
の
、
（
二
）
前
方
後
円
墳
・
大
型
円
墳
・
方
墳
と
と
も
に
小
型
円
墳
群
が
伴
い
、
被
葬
者
間
に
階
層
差
が
み
ら
れ
る
も
の
、
 
 

（
三
）
小
型
円
墳
の
み
で
構
成
さ
れ
、
被
葬
者
の
大
き
な
格
差
の
み
ら
れ
な
い
も
の
に
分
け
、
さ
ら
に
（
三
）
は
①
数
基
の
小
墳
群
 
 

が
一
単
位
と
な
っ
て
独
立
的
に
存
在
す
る
も
の
、
②
等
質
的
な
小
墳
の
大
群
集
が
形
成
さ
れ
る
も
の
に
分
け
た
。
そ
し
て
、
こ
れ
ら
 
 

の
う
ち
、
（
二
）
・
（
三
）
 
を
「
群
集
墳
」
と
呼
ん
だ
。
 
 
 

ま
た
、
水
野
正
好
氏
は
群
集
墳
の
構
成
に
着
目
し
、
古
墳
の
一
小
群
を
一
家
族
単
位
の
墓
域
と
想
定
し
た
う
え
で
、
（
一
）
家
族
の
 
 

（
9
）
 
 

墓
域
、
（
二
）
氏
族
の
墓
域
、
（
三
）
同
族
（
氏
族
）
の
墓
域
、
（
四
）
村
々
の
墓
域
と
分
け
、
そ
れ
ら
の
階
層
性
を
指
摘
し
た
。
 
 
 

辰
巳
和
弘
氏
は
、
濃
密
な
分
布
を
示
し
、
墓
域
が
限
定
さ
れ
て
い
る
群
集
墳
を
「
密
集
型
群
集
墳
」
と
呼
ぶ
の
に
対
し
て
、
五
世
 
 

紀
後
半
か
ら
六
世
紀
前
葉
頃
に
成
立
し
、
限
定
さ
れ
た
墓
域
も
設
け
ず
、
造
墓
期
間
が
一
世
紀
前
後
と
長
い
群
集
墳
を
、
そ
れ
を
構
 
 

成
す
る
小
支
群
の
分
布
状
況
か
ら
「
散
在
型
群
集
墳
」
と
呼
ん
だ
。
そ
し
て
、
六
世
紀
後
半
か
ら
七
世
紀
前
葉
に
は
こ
の
両
者
が
並
 
 

（
川
ご
 
 

行
し
て
造
墓
活
動
を
行
っ
て
お
り
、
前
者
を
上
位
、
後
者
を
下
位
の
社
会
的
地
位
に
あ
っ
た
集
団
と
考
え
た
 

群
集
墳
構
成
の
時
間
的
変
化
を
指
摘
し
た
和
田
晴
吾
氏
は
、
古
式
・
新
式
・
終
末
式
に
分
類
を
お
こ
な
い
、
古
式
群
集
墳
は
古
墳
 
 

時
代
後
期
前
半
を
中
心
と
し
、
木
棺
直
葬
の
ほ
か
多
様
な
埋
葬
施
設
を
も
つ
円
墳
、
小
型
低
方
墳
の
円
墳
化
し
た
も
の
、
新
式
は
古
 
 

墳
時
代
後
期
中
葉
か
ら
飛
鳥
時
代
初
頭
を
中
心
と
す
る
畿
内
型
横
穴
式
石
室
を
も
つ
円
墳
、
終
末
式
は
飛
鳥
時
代
の
小
型
化
し
た
畿
 
 

（
〓
）
 
 

内
型
横
穴
式
石
室
や
小
石
榔
、
木
棺
直
葬
を
も
つ
方
墳
を
主
体
と
す
る
も
の
と
し
た
。
そ
し
て
、
大
和
政
権
に
よ
る
有
力
家
長
層
の
 
 

把
握
の
仕
方
の
差
が
、
こ
れ
ら
の
基
本
的
差
異
に
現
れ
た
と
し
た
。
と
く
に
、
新
式
群
集
墳
の
盛
行
は
、
首
長
墳
と
し
て
の
前
方
後
 
 

円
墳
の
消
滅
、
円
墳
化
七
対
応
し
、
首
長
墳
が
弱
体
化
し
、
政
権
の
支
配
機
構
の
な
か
に
よ
り
官
僚
的
性
格
の
強
い
も
の
と
し
て
取
 
 

古
墳
時
代
後
期
の
地
域
編
成
 
 
 



り
込
ま
れ
て
い
っ
た
結
果
と
す
る
。
ま
た
、
六
世
紀
後
半
に
顕
著
な
首
長
墳
が
み
ら
れ
な
い
地
域
が
増
え
る
の
は
、
首
長
層
が
政
権
 
 

中
枢
に
つ
な
が
る
上
級
層
と
在
地
の
下
級
層
に
分
解
し
、
後
者
の
場
合
、
墓
域
を
共
有
す
る
有
力
家
長
層
と
明
確
な
識
別
を
欠
く
よ
 
 

う
に
な
る
た
め
と
推
測
し
た
。
 
 
 

こ
の
よ
う
に
、
大
型
古
墳
・
古
墳
群
や
群
集
墳
の
群
構
成
に
よ
る
差
が
指
摘
さ
れ
る
と
と
も
に
、
そ
れ
ら
被
葬
者
間
の
関
係
や
そ
 
 

の
背
景
に
つ
い
て
も
問
題
と
さ
れ
て
き
た
。
 
 
 

白
石
太
一
郎
氏
は
、
畿
内
の
大
型
古
墳
と
大
型
群
集
墳
と
の
関
係
に
つ
い
て
、
い
く
つ
か
の
事
例
を
そ
の
分
布
状
況
か
ら
類
別
し
、
 
 

大
型
古
墳
の
被
葬
者
に
擬
定
さ
れ
て
い
た
人
物
と
群
集
墳
を
形
成
し
た
集
団
と
の
間
に
想
定
さ
れ
る
関
係
が
そ
れ
ぞ
れ
に
異
な
る
と
 
 

し
た
。
そ
の
上
で
、
い
ず
れ
の
場
合
で
も
群
集
墳
形
成
の
核
を
な
し
た
大
型
古
墳
の
被
葬
者
は
、
群
集
墳
を
形
成
し
た
集
団
の
擬
制
 
 

的
な
同
族
的
結
合
の
中
心
と
な
る
よ
う
な
人
物
で
あ
り
、
記
紀
や
『
新
撰
姓
氏
録
』
 
に
記
載
の
あ
る
同
視
・
同
族
系
譜
と
の
関
係
を
 
 

（
1
2
）
 
 

指
摘
し
た
。
 
 
 

ま
た
、
〓
疋
地
域
内
の
古
墳
・
群
集
墳
の
分
布
状
況
か
ら
政
治
編
成
を
明
ら
か
成
す
る
試
み
と
し
て
、
河
村
好
光
氏
は
羽
咋
地
域
 
 

に
お
け
る
後
期
古
墳
の
編
成
秩
序
を
検
討
し
、
各
古
墳
群
は
共
通
の
祖
先
よ
り
派
生
し
た
も
の
と
認
識
さ
れ
る
、
観
念
上
の
一
系
列
 
 

（
1
3
）
 
 

の
祖
先
系
譜
を
主
張
す
る
と
し
た
。
ま
た
、
古
墳
群
間
に
重
層
的
構
造
が
成
立
す
る
の
は
、
上
祖
に
対
し
て
も
っ
と
も
直
系
を
首
長
 
 

と
し
権
威
あ
る
系
譜
を
主
張
す
る
群
と
、
傍
系
的
に
連
な
る
集
団
の
違
い
と
考
え
た
。
そ
し
て
、
後
期
古
墳
は
、
同
族
関
係
と
族
制
 
 

的
軍
事
編
成
に
秩
序
づ
け
ら
れ
、
血
縁
的
原
理
を
基
礎
と
す
る
統
治
の
要
を
な
す
と
し
た
。
 
 
 

さ
ら
に
、
広
域
的
か
つ
適
時
的
な
観
点
か
ら
、
和
田
暗
吾
氏
は
中
期
古
墳
の
秩
序
に
つ
い
て
、
大
王
・
首
長
層
が
中
小
首
長
層
を
 
 

序
列
化
し
、
地
域
単
位
で
編
成
す
る
秩
序
で
あ
っ
た
と
し
て
「
首
長
連
合
体
制
」
と
呼
び
、
そ
の
も
と
で
「
地
域
首
長
連
合
」
と
、
 
 

（
1
4
）
 
 

そ
れ
を
包
括
す
る
「
畿
内
首
長
連
合
」
が
重
層
的
な
結
合
を
み
せ
た
と
す
る
。
し
か
し
、
後
期
に
な
る
と
、
こ
の
秩
序
は
次
第
に
崩
 
 

壊
し
、
首
長
層
は
宮
人
化
す
る
と
と
も
に
、
民
衆
の
変
遷
を
目
的
と
し
た
方
向
性
を
辿
る
と
し
た
。
 
 
 

古
墳
時
代
後
期
の
地
域
編
成
 
 



以
上
の
よ
う
に
、
大
型
古
墳
・
古
墳
群
と
群
集
墳
と
の
関
係
に
つ
い
て
多
く
の
研
究
が
な
さ
れ
て
き
た
。
群
集
墳
の
出
現
が
大
型
 
 

古
墳
の
動
き
と
、
い
か
な
る
関
係
を
も
つ
の
か
と
い
う
点
は
、
群
集
隠
形
成
の
基
層
と
な
る
地
域
単
位
、
さ
ら
に
上
位
の
大
型
古
墳
 
 

間
の
関
係
に
あ
ら
わ
れ
る
地
域
単
位
と
い
う
よ
う
に
、
地
域
単
位
の
重
層
的
な
関
係
に
よ
っ
て
検
討
す
る
必
要
が
あ
る
。
本
稿
で
は
、
 
 

京
都
平
野
周
辺
と
宗
像
地
域
の
二
地
域
を
取
り
上
げ
、
こ
れ
ら
の
地
域
に
お
け
る
大
型
古
墳
・
群
集
墳
の
分
布
様
相
と
そ
の
動
態
を
 
 

み
て
み
る
こ
と
に
す
る
。
 
 

（
こ
 
京
都
平
野
周
辺
 
 
 

ま
ず
、
五
世
紀
以
降
の
大
型
古
墳
の
動
向
に
つ
い
て
み
た
い
が
、
通
常
、
首
長
墳
系
列
と
は
系
譜
関
係
の
連
続
す
る
と
想
定
さ
れ
 
 

る
大
型
古
墳
間
の
関
係
を
指
す
の
で
あ
り
、
実
際
の
地
域
単
位
に
も
と
づ
く
地
域
間
関
係
と
は
異
な
る
と
み
な
け
れ
ば
な
ら
な
い
。
 
 

後
者
の
関
係
は
群
集
墳
の
分
布
様
相
に
お
い
て
、
反
映
さ
れ
る
も
の
と
考
え
ら
れ
る
。
し
た
が
っ
て
、
群
集
墳
と
大
型
古
墳
の
分
布
 
 

様
相
を
対
比
さ
せ
る
こ
と
に
よ
っ
て
、
各
地
域
の
政
治
的
動
向
が
理
解
で
き
る
も
の
と
考
え
ら
れ
る
。
 
 
 

京
都
平
野
は
周
防
灘
に
面
し
て
形
成
さ
れ
る
平
野
で
、
当
時
の
海
岸
線
は
現
在
よ
り
も
南
西
に
入
っ
て
い
た
と
考
え
ら
れ
る
。
平
 
 

野
を
取
り
囲
む
山
地
の
尾
根
上
に
は
多
く
の
群
集
墳
・
横
穴
墓
群
が
築
か
れ
て
お
り
、
大
型
古
墳
を
中
心
に
小
地
域
を
単
位
と
し
で
 
 

ま
と
ま
る
よ
う
に
み
え
る
 
（
図
一
）
。
各
小
地
域
の
大
型
古
墳
の
消
長
を
み
る
と
 
（
表
一
）
、
苅
田
地
区
に
お
い
て
は
、
す
で
に
集
成
 
 

編
撃
期
に
は
石
塚
山
古
墳
（
二
〇
m
‥
以
下
、
と
く
に
断
ら
な
骨
れ
ば
前
方
後
円
墳
）
が
築
か
れ
る
が
、
そ
の
後
は
続
か
な
い
。
 
 

六
～
七
期
（
五
世
紀
中
葉
～
後
半
）
に
な
っ
て
築
か
れ
る
御
所
山
古
墳
（
一
一
八
m
）
は
、
初
期
横
穴
式
石
室
を
埋
葬
主
体
に
も
ち
、
 
 

変
形
四
獣
鏡
・
玉
類
・
馬
具
な
ど
が
出
土
し
て
い
る
。
八
期
（
五
世
紀
末
～
六
世
紀
初
頭
）
 
に
は
番
塚
古
墳
（
五
〇
m
）
が
築
か
れ
 
 

（
1
6
）
 
 

て
お
り
、
副
葬
品
と
し
て
、
画
像
鏡
・
大
刀
三
・
鉄
矛
・
桂
甲
・
馬
具
・
玉
類
な
ど
が
出
土
し
て
い
る
。
そ
の
後
、
こ
の
地
域
で
は
 
 

二
、
大
型
古
墳
・
群
集
墳
の
分
布
様
相
 
 

古
墳
時
代
後
期
の
地
域
編
成
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図1 京都平野周辺における古墳の分布  

一
二
二
 
 
 

大
型
古
墳
が
続
か
な
い
。
 
 
 

白
石
地
区
で
は
、
七
期
以
前
 
 

に
は
大
型
古
墳
は
み
ら
れ
な
 
 

い
が
、
八
～
九
期
に
神
護
古
 
 

墳
、
九
・
一
〇
期
に
は
先
後
関
 
 

係
は
不
明
で
あ
る
が
、
黒
添
メ
 
 

ウ
ト
塚
古
墳
（
四
〇
m
）
と
徳
 
 

永
丸
山
古
墳
（
四
〇
m
）
が
築
 
 

か
れ
て
い
る
。
苅
田
地
区
の
首
 
 

長
墳
系
列
か
ら
つ
な
が
る
可
 
 

能
性
が
あ
る
。
 
 
 

長
峡
川
中
流
域
で
は
、
八
期
 
 

に
八
雷
古
墳
 
（
七
四
m
）
、
九
 
 

期
に
複
室
構
造
の
横
穴
式
石
 
 

へ
じ
し
 
 

室
を
も
つ
庄
屋
塚
古
墳
（
九
〇
 
 

m
）
 
が
築
か
れ
る
。
そ
の
後
、
 
 

一
〇
期
（
六
世
紀
末
頃
）
に
は
 
 

橘
塚
古
墳
 
（
方
墳
・
四
〇
m
）
、
 
 

七
世
紀
初
頭
に
は
綾
塚
古
墳
 
 
 



表 1 京都地域の主要な大型古墳と群集墳の消長  

No．   遺 跡 名   7期   8期   9期   10期   7c前半   

〈苅田地区〉   

6  

●（1）   ●（2）   
′■■■rノ’一／  

6  
■■′－r′一′  

松山古墳群  ′■■■r■   

富久古墳群   ■■■lr／■■■r′■■ノ  ／■■′■■′■  

〈白石地区〉  
20  

●（去「t5  ） ●（6）  
」■′■－「／■■′  

43  ■■■l「′■■■rノ’一′  

〈長峡川中流域〉  
75  

●（8）  tlO）   tll）  112）  
■山一′■■′■■■′  ′－「／■■′  

69  
70  

〈長峡川上流域〉  
86  

●（13）   ●（14）   ′■■「′■■′  

93  －′一’′一′   

〈祓川下流域〉  ○（15）   ●（16）  

渡筑紫古墳群  一′一′．■■■r／  ノ’－′一′■  

稲童古墳群   一■r′」■′．■■■’  ■          ■■■ノ■－r′■■  ■■ノ’」■■rノ’■■′   

〈祓川中流域〉  『18）  t17，（1笥伽）  
166  

167  ■■′－r′一′  

八景山南古墳群  ．■■■r／－′一r′  

鋤先古墳群  」■′」■■′J■′    ′■■■r′■■■r′  

徳永川ノ上古墳群  ■■■′－′一′  ／一′一′   

北垣古墳群  ■■′■■■r′J■  ■■「／－「ノ’－「  ■コ■r′■■■r′■■lr  －r′■■■「′■－1r′  

187   大塚古墳群  ′一■r′■■■r′  

古門山古墳群  」■′一′■■■′  

〈今川中流域〉  ●（22）  ●（23）●（2）   

古
墳
時
代
後
期
の
地
域
編
成
 
 

（
円
墳
・
三
～
四
〇
m
）
 
が
築
か
れ
る
。
両
 
 

古
墳
と
も
巨
大
な
花
山
岡
岩
を
用
い
た
、
長
大
 
 

な
複
室
構
造
の
横
穴
式
石
室
を
埋
葬
主
体
 
 

と
し
て
お
り
、
綾
塚
古
墳
の
玄
室
内
に
は
家
 
 

（
1
8
）
 
 

形
石
棺
を
納
め
て
い
る
。
ま
た
、
長
峡
川
上
 
 

流
域
で
は
、
八
期
に
扇
八
幡
古
墳
 
（
五
九
 
 

m
）
、
九
期
に
箕
田
丸
山
古
墳
 
（
四
〇
m
）
 
 

が
築
か
れ
る
。
長
峡
川
流
域
で
は
、
前
方
後
 
 

円
墳
の
規
模
で
み
る
か
ぎ
り
お
お
よ
そ
八
 
 

期
を
境
と
し
て
、
苅
田
地
区
か
ら
長
峡
川
中
 
 

流
域
へ
と
中
心
が
移
る
。
こ
の
現
象
か
ら
、
 
 

中
期
と
後
期
の
間
で
盟
主
的
地
位
が
移
動
 
 

（
1
9
）
 
 

し
た
と
み
る
見
解
が
あ
る
。
 
 
 

祓
川
下
流
域
の
稲
童
地
区
で
は
、
七
期
に
 
 

帆
立
貝
式
の
前
方
後
円
墳
で
あ
る
石
並
古
 
 

墳
（
六
八
m
）
が
築
か
れ
る
が
続
か
ず
、
九
 
 

～
一
〇
期
に
な
っ
て
隼
人
塚
古
墳
 
（
四
二
 
 

m
）
が
営
ま
れ
る
。
祓
川
中
流
域
の
豊
津
丘
 
 

陵
で
は
、
一
〇
期
に
長
大
な
複
室
構
造
の
横
 
 

一
二
三
 
 
 



穴
式
石
室
を
も
つ
甲
塚
方
墳
 
（
四
七
×
三
六
m
）
、
一
〇
期
の
終
わ
り
～
七
世
紀
前
半
に
彦
徳
甲
塚
古
墳
 
（
円
墳
・
二
九
m
）
 
な
ど
大
 
 

型
の
円
・
方
墳
が
築
か
れ
る
が
、
九
・
一
〇
期
に
は
ヒ
メ
コ
塚
古
墳
（
四
二
m
）
、
惣
社
古
墳
（
三
〇
m
）
が
築
か
れ
る
。
こ
こ
で
も
 
 

先
と
同
様
、
祓
川
下
流
域
か
ら
中
流
域
へ
と
大
型
古
墳
の
中
心
が
移
る
。
今
川
中
流
域
で
も
時
期
は
八
～
一
〇
期
と
考
え
ら
れ
る
本
 
 

庄
古
墳
 
（
二
八
m
）
・
大
熊
古
墳
 
（
三
〇
m
）
・
上
大
村
古
墳
±
二
三
m
）
 
が
ま
と
ま
っ
て
築
か
れ
て
い
る
。
 
 
 

こ
の
よ
う
に
、
京
都
平
野
で
は
長
峡
川
流
域
と
祓
川
流
域
、
い
ず
れ
も
各
小
地
域
単
位
で
大
型
古
墳
が
存
在
す
る
と
と
も
に
、
盟
 
 

主
的
古
墳
が
あ
り
、
八
期
 
（
五
世
紀
後
半
頃
）
 
か
ら
そ
の
地
位
が
移
動
す
る
こ
と
が
指
摘
で
き
る
。
そ
し
て
、
こ
れ
ら
大
型
古
墳
を
 
 

中
心
と
し
て
、
そ
の
周
辺
の
丘
陵
上
に
群
集
墳
・
横
穴
墓
群
が
築
造
さ
れ
る
が
、
い
わ
ゆ
る
「
新
式
群
集
墳
」
 
の
築
造
開
始
時
期
は
、
 
 

一
〇
期
（
六
世
紀
後
半
～
末
）
 
に
ほ
ぼ
集
中
す
る
。
 
 
 

ま
た
、
群
集
墳
・
横
穴
墓
は
集
落
が
あ
る
と
想
定
さ
れ
る
平
野
部
の
周
囲
の
丘
陵
上
に
位
置
す
る
こ
と
か
ら
、
地
域
単
位
を
反
映
 
 

す
る
と
考
え
ら
れ
る
。
京
都
平
野
は
、
律
令
期
の
地
域
区
分
で
は
、
長
峡
川
を
郡
境
と
し
て
、
北
側
を
旧
京
都
郡
、
南
側
を
旧
仲
津
 
 

（
2
0
）
 
 

郡
に
分
け
ら
れ
る
と
考
え
ら
れ
る
。
旧
京
都
郡
域
で
は
、
大
型
古
墳
お
よ
び
群
集
墳
・
横
穴
墓
群
の
分
布
状
況
か
ら
、
四
つ
の
グ
ル
ー
 
 

プ
が
み
ら
れ
る
。
同
様
に
、
旧
仲
津
郡
域
で
は
、
五
つ
の
グ
ル
ー
プ
が
認
め
ら
れ
る
。
両
郡
内
の
郷
名
に
つ
い
て
平
安
期
の
 
『
和
名
 
 

（
2
1
）
 
 

類
衆
抄
』
 
の
記
載
を
み
る
と
、
旧
京
都
郡
で
は
諌
山
・
本
山
（
田
）
・
刈
田
・
高
来
の
四
郷
が
あ
り
、
群
集
墳
・
横
穴
墓
の
グ
ル
ー
プ
 
 

数
と
対
応
す
る
。
す
な
わ
ち
、
諌
山
郷
は
長
峡
川
上
流
域
の
古
墳
グ
ル
ー
プ
、
本
山
郷
は
長
峡
川
中
流
域
の
グ
ル
ー
プ
、
刈
田
郷
は
 
 

（
2
2
）
 
 

苅
田
地
区
の
グ
ル
ー
プ
、
高
来
郷
は
白
石
地
区
の
グ
ル
ー
プ
と
対
応
し
そ
う
で
あ
る
。
旧
仲
津
郡
で
は
、
此
口
見
・
菊
野
 

度
・
高
屋
・
中
臣
・
仲
津
・
高
家
？
の
八
郷
が
あ
り
、
群
集
墳
・
横
穴
墓
の
グ
ル
ー
プ
数
と
対
応
し
な
い
が
、
旧
仲
津
郡
の
範
囲
は
 
 

さ
ら
に
今
川
、
祓
川
上
流
域
以
南
ま
で
広
が
る
と
み
ら
れ
る
の
で
、
グ
ル
ー
プ
数
が
増
加
す
る
可
能
性
も
あ
る
。
ま
た
、
此
口
見
郷
は
 
 

祓
川
下
流
域
の
古
墳
グ
ル
ー
プ
、
高
屋
郷
は
今
川
中
流
域
の
グ
ル
ー
プ
、
お
そ
ら
く
仲
津
郷
も
祓
川
中
流
域
の
グ
ル
ー
プ
と
対
応
す
 
 

る
よ
う
で
あ
り
、
そ
の
他
の
郷
に
つ
い
て
も
現
地
名
か
ら
の
比
定
は
難
し
い
が
、
い
ず
れ
か
の
古
墳
グ
ル
ー
プ
に
対
応
す
る
と
考
え
 
 
 

古
墳
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代
後
期
の
地
域
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成
 
 



ら
れ
る
。
 
 
 

こ
の
よ
う
に
、
群
集
墳
・
横
穴
墓
の
分
布
が
地
域
単
位
に
対
応
し
、
各
グ
ル
ー
プ
の
中
心
的
古
墳
が
こ
れ
ら
に
先
行
す
る
八
期
に
 
 

築
造
を
開
始
す
る
。
こ
れ
は
、
八
期
以
前
の
大
型
古
墳
が
旧
京
都
郡
、
旧
仲
津
郡
の
各
郡
に
一
基
程
度
み
ら
れ
る
こ
と
か
ら
、
こ
の
 
 

地
域
単
位
の
統
合
の
シ
ン
ボ
ル
的
な
意
味
合
い
を
も
つ
可
能
性
が
高
い
。
し
か
し
、
八
期
以
降
、
大
型
古
墳
が
律
令
期
の
郷
に
相
当
 
 

す
る
程
度
の
小
地
域
単
位
で
存
在
す
る
こ
と
か
ら
、
前
方
後
円
形
と
い
う
墳
丘
形
態
に
シ
ン
ボ
ル
的
意
味
合
い
を
残
す
も
の
の
、
盟
 
 

主
的
地
位
の
移
動
と
い
う
ば
か
り
で
は
な
く
、
よ
り
下
位
の
小
地
域
の
有
力
者
層
に
も
造
塞
が
可
能
に
な
っ
た
と
い
え
る
。
そ
れ
と
 
 

同
時
に
、
よ
り
広
い
階
層
の
造
墓
と
い
う
流
れ
は
、
群
集
墳
の
造
墓
階
層
に
ま
で
及
ん
だ
と
考
え
ら
れ
る
。
 
 
 

ま
た
、
長
峡
川
中
流
域
の
グ
ル
ー
プ
で
は
、
前
方
後
円
墳
の
築
造
が
終
了
す
る
六
世
紀
末
以
降
、
橘
塚
古
墳
・
綾
塚
古
墳
と
い
っ
 
 

た
巨
石
使
用
の
横
穴
式
石
室
を
埋
葬
主
体
と
す
る
大
型
方
。
円
墳
が
築
か
れ
る
。
と
く
に
綾
塚
古
墳
の
石
室
内
に
は
家
形
石
棺
を
安
 
 

置
す
る
こ
と
か
ら
、
大
和
王
権
と
の
か
か
わ
り
の
深
い
在
地
豪
族
層
、
も
し
く
は
宮
人
層
が
被
葬
者
と
し
て
推
定
さ
れ
、
従
来
の
造
 
 

墓
原
理
と
は
異
な
る
。
同
様
に
、
祓
川
中
流
域
の
甲
塚
方
墳
と
彦
徳
甲
塚
古
墳
も
在
地
の
脈
絡
と
は
異
な
る
と
い
え
よ
う
。
ま
た
、
 
 

こ
れ
ら
古
墳
の
出
現
地
域
が
、
従
前
の
中
心
的
地
域
に
築
か
れ
る
と
同
時
に
、
前
方
後
円
墳
の
消
滅
時
期
に
一
致
す
る
こ
と
か
ら
、
 
 

よ
り
実
際
的
な
階
層
関
係
が
反
映
さ
れ
て
い
る
可
能
性
が
高
い
。
具
体
的
に
は
、
国
造
層
等
、
後
の
郡
司
層
に
相
当
す
る
よ
う
な
有
 
 

力
者
が
想
定
で
き
る
。
と
く
に
、
祓
川
中
流
域
で
は
後
に
豊
前
国
府
が
設
置
さ
れ
る
等
、
旧
豊
前
国
に
お
け
る
中
心
で
も
あ
っ
た
と
 
 

考
え
ら
れ
る
。
 
 

一
方
、
す
で
に
古
墳
時
代
開
始
当
初
に
群
集
墳
の
形
成
が
み
ら
れ
る
が
、
新
式
群
集
墳
と
は
異
な
る
。
竹
並
遺
跡
で
は
、
古
式
横
 
 

穴
墓
（
五
世
紀
後
半
～
末
）
、
墳
丘
を
も
つ
横
穴
墓
（
六
世
紀
前
半
）
、
横
穴
墓
の
増
加
（
六
世
紀
後
半
～
七
世
紀
初
頭
）
と
い
う
変
 
 

（
2
3
）
 
化
が
み
ら
れ
る
。
こ
の
よ
う
な
変
化
を
よ
り
広
い
階
層
へ
の
造
墓
が
拡
大
す
る
プ
ロ
セ
ス
と
捉
え
れ
ば
、
大
型
古
墳
の
動
向
と
連
動
 
 

す
る
と
い
え
る
だ
ろ
う
。
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（
二
）
 
宗
像
地
域
 
 
 

宗
像
地
域
は
旧
宗
像
郡
の
範
囲
に
つ
い
て
検
討
を
試
み
る
こ
と
に
す
る
。
こ
の
地
域
は
、
大
き
く
津
屋
崎
地
区
・
新
原
奴
山
地
区
・
 
 

須
多
田
地
区
、
そ
し
て
、
釣
川
中
流
域
に
分
け
ら
れ
る
。
と
く
に
、
津
屋
崎
・
新
原
奴
山
・
須
多
田
地
区
と
釣
川
中
流
域
と
の
間
で
、
 
 

大
型
古
墳
の
分
布
様
相
が
大
き
く
異
な
る
点
が
特
徴
と
い
え
る
 
（
図
2
）
。
海
岸
部
に
位
置
す
る
津
屋
崎
地
区
・
新
原
奴
山
地
区
・
須
 
 

多
田
地
区
で
は
、
前
方
後
円
墳
を
中
心
と
す
る
大
型
古
墳
が
古
墳
群
を
形
成
す
る
が
、
各
古
墳
群
は
、
そ
れ
ぞ
れ
時
期
的
に
連
続
し
、
 
 

系
列
を
な
す
の
に
対
し
て
、
釣
川
中
流
域
で
は
群
集
墳
中
に
一
、
二
基
築
か
れ
る
程
度
で
あ
る
 
（
表
2
）
。
 
 
 

津
屋
崎
地
区
で
は
六
～
七
期
の
津
屋
崎
四
二
号
墳
（
九
〇
m
）
、
七
期
の
津
屋
崎
一
〇
号
墳
（
七
〇
m
）
、
八
期
の
上
野
三
号
墳
（
四
 
 

〇
m
）
 
が
築
か
れ
る
。
新
原
奴
山
地
区
で
は
、
七
期
の
新
原
奴
山
一
号
墳
（
五
〇
m
）
 
を
皮
切
り
に
、
新
原
奴
山
二
二
号
墳
（
七
〇
 
 

m
）
、
二
四
号
墳
（
五
四
m
）
、
一
二
号
墳
（
五
七
m
）
、
三
〇
号
墳
（
五
四
m
）
と
連
続
的
に
一
〇
期
ま
で
築
か
れ
て
い
る
。
両
地
域
 
 

で
先
行
す
る
の
は
、
五
期
に
津
屋
崎
三
三
号
墳
（
五
五
m
）
、
六
期
の
奴
山
三
号
墳
（
円
墳
・
三
三
m
）
 
が
み
ら
れ
、
そ
れ
以
前
に
は
 
 

営
ま
れ
な
い
。
 
 
 

須
多
田
地
区
で
は
八
期
の
在
自
剣
塚
古
墳
（
八
五
m
）
が
築
か
れ
た
後
、
九
～
一
〇
期
に
上
ノ
ロ
古
墳
（
四
三
m
）
・
天
降
神
社
古
 
 

墳
 
（
八
〇
m
）
・
下
ノ
ロ
古
墳
 
（
八
二
m
）
・
ミ
ソ
塚
古
墳
（
八
二
m
）
 
が
先
後
関
係
は
不
明
だ
が
連
続
的
に
築
か
れ
て
い
る
。
一
方
 
 

（
2
4
）
 
 

で
、
宮
司
～
手
光
に
お
い
て
、
五
期
に
大
刀
・
剣
・
短
甲
な
ど
豊
富
な
鉄
器
を
副
葬
す
る
井
手
ノ
上
古
墳
 
（
円
墳
・
二
六
m
）
 
が
築
 
 

か
れ
る
。
そ
の
後
、
七
世
紀
代
に
な
っ
て
、
手
光
波
切
不
動
古
墳
・
宮
地
嶽
古
墳
と
い
っ
た
巨
石
使
用
の
横
穴
式
石
室
を
埋
葬
主
体
 
 

と
す
る
終
末
期
の
円
墳
が
築
か
れ
る
。
 
 
 

こ
の
よ
う
に
、
津
屋
崎
地
区
・
新
原
奴
山
地
区
・
須
多
田
地
区
で
は
五
世
紀
前
半
～
中
葉
以
降
、
大
型
前
方
後
円
墳
が
群
を
形
成
 
 

し
は
じ
め
る
と
と
も
に
、
ほ
ぼ
同
時
並
存
す
る
様
相
も
認
め
ら
れ
る
。
こ
れ
ら
の
古
墳
を
築
き
う
る
有
力
者
層
の
生
産
基
盤
の
大
き
 
 
 

古
墳
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表 2 宗像地域の主要な大型古墳と群集墳の消長  

No．   遺 跡 名   7期   8期   9期   10期   7c前半   

〔津屋崎〕  
叫2）   

●（け‖■   

〔新原奴山〕  

2    勝浦水押古墳群  

¶4「●（  t7）  
′■■■r′■■／  

4  
■■l■r′■■′一′  ′■■′■■′  

〔須多田〕  

須多田立石古墳群  
4）  
■■■r′－r′■■■r／．  

17   ．■■■「′■■■r／■■′  ′一／」■ノ’  ′■■■／一■■′．■  

在自鬼塚裏古墳群  ．■■■r′■■′■■′  ′－r′■■′   

58  

59   

54  ■■′一′一  一′一′  

67  ■■′■■r′■■■r′   

70  
●  

80   ■－′一′一●′  

77  ●   ′一′■■′  

75  ●  

78  

79   ノ■■■■′．■■r′   ノ■■■■r′■■■r′  ′■－r／．■■■「／  ／■－r′■■■r′ †苫  
108  ．■■■rノ■■－r′」■′  

108  

107  ′」■rノ’■■ノ’  

101  一′■■′■■′  

94   一■r′  ′■■／■■／   ′■■■′－′   

95  ／■■r／■■′  

97  

104  」■′」■′」■  ′■■ノ’」■′  

105  －／■－r′－   ■■′」■■ノ’一  

92   。■■′一′．■■′    ／一●・■－r′  ′■■′一′  

92  
．■■■r′．■■■r′■■′  （23）  

92  ′」l■■rノ′■■ノ′  

91  ■■′」■′」－1「′  

91  ノ■■ノ’一／  

91  ′■■′■■′  

90  ■－r′■－r′■－′／  

89   ■■′■■■′■■′   

29  手光古墳群  ■■■rノー」■l■r′」■′  ′一′■■■′   

津丸横尾古墳群  ′■■■「ノ■■■r′  

津丸古墳群  一′」■′J■′  

八並中原古墳群  ′■■■「′■■′  

古
墳
時
代
後
期
の
地
域
編
成
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八
 
 
 



さ
が
推
測
さ
れ
る
が
、
古
墳
群
の
東
側
は
山
地
で
あ
り
、
西
側
に
は
当
時
は
勝
浦
潟
と
呼
ば
れ
る
入
海
が
あ
っ
た
と
考
え
ら
れ
る
こ
 
 

と
か
ら
、
可
耕
地
と
し
て
利
用
で
き
る
土
地
は
ほ
と
ん
ど
な
か
っ
た
と
み
ら
れ
る
。
 
 

一
方
釣
川
中
流
域
で
は
、
二
期
に
田
久
瓜
ケ
坂
一
号
墳
（
約
三
〇
m
）
、
三
期
に
東
郷
高
塚
古
墳
（
六
二
m
）
が
築
か
れ
て
後
は
、
 
 

大
型
古
墳
は
築
か
れ
な
い
が
、
九
期
の
ス
ベ
ッ
ト
ウ
古
墳
（
三
八
m
）
・
久
原
三
号
墳
（
四
五
m
）
、
一
〇
期
の
相
原
二
号
墳
（
六
二
 
 

m
）
 
と
い
っ
た
前
方
後
円
墳
が
築
か
れ
て
い
る
。
さ
ら
に
、
神
湊
地
区
で
は
石
室
内
に
装
飾
を
も
つ
桜
京
二
号
墳
（
四
一
m
）
が
築
 
 

（
2
5
）
 
 

か
れ
て
い
る
。
と
く
に
、
一
〇
期
の
相
原
二
号
墳
を
津
屋
崎
・
新
原
奴
山
・
須
多
田
地
区
か
ら
の
系
列
と
み
る
見
解
が
あ
る
。
し
か
 
 

し
、
同
時
期
に
、
新
原
奴
山
・
須
多
田
地
区
で
大
型
古
墳
が
営
ま
れ
る
こ
と
、
こ
れ
ら
の
前
方
後
円
墳
は
群
集
墳
中
に
築
か
れ
る
こ
 
 

と
か
ら
、
そ
れ
以
前
の
前
方
後
円
墳
と
は
築
造
原
理
が
異
な
る
。
ま
た
、
宗
像
地
域
全
体
を
み
る
と
、
釣
川
中
流
域
に
須
恵
器
賢
跡
 
 

や
製
鉄
遺
跡
が
集
中
し
て
お
り
、
こ
れ
ら
の
生
産
基
盤
を
も
つ
有
力
者
層
に
よ
る
前
方
後
円
墳
が
九
期
に
な
っ
て
造
墓
が
可
能
に
な
 
 

り
、
さ
ら
に
下
位
層
に
ま
で
造
墓
が
拡
大
し
た
と
考
え
ら
れ
る
。
 
 
 

宗
像
地
域
の
群
集
墳
は
八
期
に
は
古
式
の
形
態
を
と
っ
て
築
造
さ
れ
は
じ
め
、
一
〇
期
に
ピ
ー
ク
と
な
る
。
し
か
し
、
埋
葬
施
設
 
 

（
2
6
）
 
は
時
期
に
よ
っ
て
異
な
っ
て
お
り
、
た
と
え
ば
、
久
戸
古
墳
群
で
は
六
世
紀
中
葉
以
前
に
は
、
竪
穴
系
横
口
式
石
室
か
横
穴
墓
で
墳
 
 

丘
を
も
つ
も
の
で
あ
っ
た
が
、
七
世
紀
前
半
に
は
横
穴
式
石
室
や
横
穴
墓
群
を
一
時
期
に
集
中
的
に
築
造
す
る
よ
う
に
な
る
。
 
 
 

旧
宗
像
郡
に
お
い
て
は
、
秋
。
山
田
・
恰
土
・
荒
自
・
野
坂
・
荒
木
・
海
部
。
席
内
。
深
田
・
表
生
・
卒
家
。
小
荒
。
大
荒
・
津
丸
 
 

（
2
7
）
 
の
一
四
郷
か
ら
成
っ
て
い
る
。
そ
の
う
ち
、
荒
自
郷
が
須
多
田
地
区
の
グ
ル
ー
プ
、
大
荒
・
小
荒
郷
が
勝
浦
・
津
屋
崎
の
い
ず
れ
か
 
 

（
2
8
）
 
の
グ
ル
ー
プ
に
対
応
す
る
可
能
性
が
あ
る
。
 
 
 

ま
た
、
釣
川
中
流
域
に
比
定
で
き
そ
う
な
郷
と
し
て
、
山
田
・
野
坂
・
荒
木
の
各
郷
が
あ
り
、
秋
・
恰
土
の
二
郷
も
比
定
さ
れ
る
 
 

可
能
性
は
あ
る
が
、
京
都
・
仲
津
郡
の
よ
う
に
、
郷
単
位
で
大
型
古
墳
が
築
か
れ
る
様
相
は
み
ら
れ
な
い
。
 
 

古
墳
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成
 
 
 



以
上
の
検
討
を
と
お
し
て
、
京
都
平
野
で
は
、
五
世
紀
後
半
以
降
、
大
型
古
墳
が
築
造
さ
れ
は
じ
め
、
六
世
紀
代
を
と
お
し
て
継
 
 

続
的
に
築
か
れ
る
。
ま
た
、
こ
れ
ら
の
古
墳
が
築
造
さ
れ
る
小
地
域
は
群
集
墳
と
の
関
係
か
ら
み
て
、
地
域
単
位
を
形
成
し
て
お
り
、
 
 

大
型
古
墳
は
そ
の
中
心
的
位
置
を
占
め
る
。
こ
の
地
域
単
位
は
律
令
期
の
郷
の
範
囲
に
当
た
る
程
度
の
規
模
で
あ
る
。
こ
れ
に
対
し
 
 
 

（
三
）
 
博
多
湾
沿
岸
 
 
 

こ
の
地
域
に
つ
い
て
は
、
す
で
に
群
集
墳
の
分
布
様
相
に
か
ん
す
る
研
究
も
お
こ
な
わ
れ
て
お
り
、
そ
れ
を
参
考
に
み
て
み
る
。
 

（
2
9
）
 
土
井
基
司
氏
は
博
多
湾
周
辺
地
域
、
す
な
わ
ち
福
岡
平
野
お
よ
び
早
良
平
野
周
辺
の
群
集
墳
の
様
相
に
つ
い
て
検
討
し
て
い
る
。
そ
 
 

の
結
果
、
こ
の
地
域
で
は
六
世
紀
初
頭
よ
り
後
期
群
集
墳
の
形
態
を
な
す
古
墳
群
の
形
成
が
は
じ
ま
る
が
、
墓
域
は
古
墳
群
の
中
の
 
 

一
部
に
限
定
さ
れ
、
六
世
紀
末
に
近
づ
く
と
小
単
位
の
数
が
急
激
に
増
え
る
こ
と
を
指
摘
し
た
。
こ
れ
に
つ
い
て
は
、
六
世
紀
中
頃
 
 

～
後
半
に
大
規
模
な
土
地
開
発
の
ピ
ー
ク
が
あ
り
、
生
産
力
の
急
激
な
拡
大
が
あ
っ
た
結
果
、
人
口
の
増
加
と
「
分
家
」
が
進
行
し
 
 

た
こ
と
に
対
応
し
た
現
象
と
捉
え
、
六
世
紀
末
を
も
っ
て
群
集
墳
の
開
始
時
期
と
位
置
づ
け
た
。
 
 
 

こ
れ
に
対
し
て
、
大
型
古
墳
の
動
向
を
み
る
と
、
春
日
周
辺
に
お
い
て
、
八
～
一
〇
期
に
貝
徳
寺
古
墳
（
四
七
m
）
・
日
拝
塚
古
墳
 
 

（
四
六
m
）
・
下
白
水
大
塚
古
墳
（
四
一
m
）
な
ど
中
規
模
の
前
方
後
円
墳
が
築
か
れ
、
那
珂
川
下
流
域
で
も
東
光
寺
剣
塚
古
墳
（
七
 
 

五
m
）
が
築
か
れ
る
。
し
か
し
、
群
集
墳
の
数
に
比
較
し
て
、
そ
の
数
は
非
常
に
少
な
し
京
都
平
野
の
よ
う
に
律
令
期
の
郡
・
郷
 
 

に
相
当
す
る
単
位
で
大
型
古
墳
が
存
在
す
る
と
い
う
わ
け
で
は
な
い
。
た
だ
し
、
御
笠
川
右
岸
中
流
域
に
お
い
て
、
複
室
構
造
の
横
 
 

穴
式
石
室
を
埋
葬
主
体
に
も
つ
大
型
円
墳
で
あ
る
今
里
不
動
古
墳
が
六
世
紀
後
半
か
ら
七
世
紀
前
半
に
築
か
れ
る
。
こ
臥
こ
と
か
ら
、
 
 

せ
い
ぜ
い
律
令
期
の
郡
の
範
囲
を
単
位
と
し
て
有
力
者
が
存
在
し
、
そ
の
下
位
層
は
大
型
古
墳
を
築
い
て
い
な
い
と
み
ら
れ
る
。
 
 

三
、
古
墳
時
代
後
期
の
地
域
編
成
 
 

古
墳
時
代
後
期
の
地
域
編
成
 
 



て
、
宗
像
地
域
で
は
、
小
地
域
単
位
の
中
心
的
位
置
に
前
方
後
円
墳
が
築
か
れ
る
の
は
六
世
紀
前
半
以
降
で
あ
る
が
、
釣
川
中
流
域
 
 

で
は
郷
に
相
当
す
る
範
囲
を
単
位
と
し
て
必
ず
し
も
営
ま
れ
ず
、
一
方
で
、
津
屋
崎
周
辺
で
は
大
型
古
墳
が
数
群
に
分
か
れ
て
古
墳
 
 

群
を
形
成
す
る
。
こ
の
差
は
、
各
地
域
の
有
力
者
層
が
郡
規
模
の
範
囲
に
お
い
て
も
つ
力
関
係
が
、
階
層
的
秩
序
の
形
成
に
反
映
さ
 
 

れ
た
可
能
性
が
あ
ろ
う
。
す
な
わ
ち
、
宗
像
地
域
に
お
い
て
津
屋
崎
地
区
に
大
型
古
墳
群
を
形
成
す
る
有
力
者
層
は
、
京
都
平
野
の
 
 

盟
主
的
な
有
力
者
層
に
比
べ
て
地
域
内
に
お
け
る
地
位
が
相
対
的
に
高
い
と
い
え
る
。
ま
た
、
重
藤
輝
行
氏
は
京
都
平
野
の
あ
る
豊
 
 

（
3
0
）
 
 

前
北
部
で
は
六
期
に
前
方
後
円
墳
を
中
断
す
る
画
期
が
み
ら
れ
、
九
期
以
降
安
定
し
た
系
列
に
な
る
と
す
る
。
こ
の
点
は
、
田
中
良
 
 

之
氏
が
五
世
紀
後
半
に
父
系
イ
デ
オ
ロ
ギ
ー
・
家
父
長
制
イ
デ
オ
ロ
ギ
ー
が
導
入
さ
れ
る
と
と
も
に
、
首
長
墳
系
列
が
そ
れ
を
境
に
 
 

（
3
1
）
 
安
定
し
連
続
す
る
こ
と
と
関
連
さ
せ
て
い
る
。
．
そ
れ
に
比
べ
て
宗
像
地
域
で
は
、
す
で
に
七
～
八
期
に
は
安
定
し
た
系
列
を
示
向
す
 
 

る
。
 
 

一
方
で
、
こ
の
地
域
単
位
を
形
成
す
る
群
集
墳
・
横
穴
墓
は
、
六
世
紀
後
半
に
至
る
と
急
激
に
増
大
す
る
。
ま
た
、
京
都
平
野
・
 
 

宗
像
地
域
で
は
横
穴
墓
が
盛
ん
に
築
造
さ
れ
る
が
、
す
で
に
五
世
紀
後
半
に
は
竹
並
遺
跡
に
お
い
て
築
か
れ
て
お
り
、
と
く
に
六
世
 
 

（
3
2
）
 
 

紀
後
半
に
お
け
る
増
加
が
著
し
い
。
こ
れ
は
「
傍
系
親
族
の
分
節
運
動
」
と
み
ら
れ
る
が
、
さ
ら
に
幅
広
い
階
層
へ
と
造
墓
運
動
が
 
 

お
こ
な
わ
れ
た
こ
と
を
示
し
て
い
る
。
 
 
 

ま
た
、
京
都
平
野
で
は
八
期
以
降
、
律
令
期
の
郷
の
範
囲
に
相
当
す
る
規
模
を
単
位
と
し
て
、
宗
像
地
域
で
は
九
期
に
な
っ
て
群
 
 

集
墳
中
に
前
方
後
円
墳
が
築
か
れ
る
。
こ
の
よ
う
に
、
よ
り
下
位
の
有
力
者
層
に
ま
で
前
方
後
円
墳
の
築
造
が
お
こ
な
わ
れ
て
い
く
 
 

過
程
が
六
世
紀
代
を
と
お
し
て
み
ら
れ
る
。
大
型
古
墳
と
の
関
係
か
ら
み
る
と
、
群
集
墳
が
大
型
古
墳
の
周
辺
に
形
成
さ
れ
は
じ
め
 
 

る
の
は
、
こ
れ
ら
の
大
型
古
墳
を
中
心
と
す
る
地
域
集
団
の
構
成
原
理
を
求
め
た
た
め
で
あ
っ
た
と
み
ら
れ
る
。
た
だ
し
、
こ
の
場
 
 

合
、
大
型
古
墳
の
被
葬
者
と
群
集
墳
・
横
穴
墓
の
被
葬
者
集
団
と
の
間
に
擬
制
的
な
血
縁
原
理
が
存
在
し
た
と
は
考
え
に
く
い
。
大
 
 

型
古
墳
が
地
域
統
合
の
シ
ン
ボ
ル
的
存
在
で
あ
っ
た
可
能
性
も
あ
る
が
、
む
し
ろ
よ
り
実
際
的
な
支
配
関
係
が
表
現
さ
れ
て
い
た
可
 
 

古
墳
時
代
後
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地
域
編
成
 
 
 



拙
稿
で
は
、
京
都
平
野
と
宗
像
地
域
を
中
心
に
、
大
型
古
墳
・
群
集
墳
の
分
布
様
相
か
ら
地
域
単
位
を
抽
出
す
る
と
と
も
に
、
大
 
 

型
古
墳
と
群
集
墳
の
消
長
お
よ
び
そ
れ
ら
の
階
層
的
関
係
に
つ
い
て
検
討
を
お
こ
な
い
、
後
期
古
墳
に
表
現
さ
れ
た
地
域
編
成
の
あ
 
 

り
方
に
つ
い
て
述
べ
た
。
 
 
 

し
か
し
、
時
期
設
定
な
ど
不
十
分
な
点
が
多
々
あ
り
、
十
分
に
議
論
を
整
理
で
き
ず
論
理
の
飛
躍
も
あ
っ
た
と
思
わ
れ
る
。
ま
た
、
 
 

今
回
、
十
分
な
検
討
を
お
こ
な
っ
て
い
な
い
福
岡
平
野
周
辺
を
含
め
、
今
後
、
よ
り
詳
細
な
検
討
が
必
要
で
あ
る
。
 
 
 

本
稿
を
成
す
に
あ
た
り
、
日
頃
よ
り
御
指
導
を
頂
い
て
い
る
田
中
良
之
先
生
、
岩
永
省
三
先
生
を
は
じ
め
、
日
常
的
に
激
励
し
て
 
 

下
さ
る
官
本
一
夫
先
生
に
感
謝
申
し
上
げ
た
い
。
ま
た
、
溝
口
孝
司
先
生
、
辻
田
淳
一
郎
先
生
、
中
橋
孝
博
先
生
、
佐
藤
康
也
先
生
 
 
 

能
性
が
高
い
。
こ
れ
は
、
宗
像
地
域
に
お
い
て
、
小
規
模
な
前
方
後
円
墳
が
群
集
墳
を
形
成
す
る
単
位
に
お
い
て
中
心
的
存
在
で
あ
っ
 
 

た
点
か
ら
も
指
摘
で
き
る
。
 
 
 

さ
ら
に
、
六
世
紀
末
か
ら
七
世
紀
前
半
に
あ
っ
て
、
前
方
後
円
墳
の
築
造
が
列
島
規
模
で
も
停
止
に
向
か
う
。
そ
の
動
き
に
反
し
 
 

て
、
京
都
平
野
に
お
け
る
橘
塚
古
墳
・
綾
塚
古
墳
・
甲
塚
方
墳
、
宗
像
地
域
の
宮
地
嶽
古
墳
や
手
光
波
切
不
動
古
墳
の
よ
う
な
巨
石
 
 

を
使
用
し
た
横
穴
式
石
室
を
有
す
る
円
墳
・
方
墳
が
律
令
期
の
郡
規
模
の
範
囲
の
中
心
に
築
造
さ
れ
て
い
る
。
こ
れ
ら
の
古
墳
は
、
 
 

シ
ン
ボ
ル
的
な
意
味
合
い
は
薄
れ
、
実
際
の
支
配
関
係
が
顕
現
さ
れ
た
と
み
ら
れ
る
。
宮
地
嶽
古
墳
の
被
葬
者
に
宗
像
君
徳
善
が
推
 
 

定
さ
れ
る
こ
と
や
、
綾
塚
古
墳
に
家
塾
石
棺
を
埋
置
す
る
こ
と
か
ら
考
え
て
、
そ
の
被
葬
者
は
大
和
王
権
と
の
つ
な
が
り
の
深
い
在
 
 

地
有
力
者
層
も
し
く
は
、
畿
内
の
豪
族
層
で
あ
っ
た
と
想
定
さ
れ
よ
う
。
ま
た
、
甲
塚
方
墳
や
彦
徳
甲
塚
古
墳
は
、
後
に
豊
前
国
府
 
 

が
築
か
れ
る
中
心
に
築
か
れ
る
こ
と
か
ら
も
こ
れ
ら
の
古
墳
が
六
世
紀
末
以
降
、
律
令
期
に
つ
な
が
る
地
域
的
中
心
に
存
在
し
た
と
 
 

考
え
ら
れ
よ
う
。
 
 

お
わ
り
に
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池
田
池
東
古
墳
群
、
8
0
旧
小
学
校
地
古
墳
、
8
1
若
宮
八
幡
横
穴
 
 

6
8
小
口
迫
池
上
横
穴
墓
群
、
鍋
前
田
山
横
穴
墓
群
、
7
0
下
稗
田
横
穴
墓
群
、
7
1
呼
塚
古
墳
群
、
7
2
二
又
池
南
古
墳
群
、
7
3
小
堤
池
北
古
墳
群
、
7
4
小
堤
池
南
古
 
 
 

墓
群
、
8
2
宮
ヶ
谷
池
南
古
墳
群
、
8
3
宮
原
古
墳
群
、
8
4
中
原
古
墳
群
・
横
穴
、
8
5
キ
ベ
カ
迫
古
墳
群
・
横
穴
、
8
6
亀
田
道
古
墳
群
、
8
7
大
池
南
古
墳
群
、
攣
二
 
 

島
山
古
墳
群
、
8
9
御
手
水
道
古
墳
、
9
0
大
古
野
西
古
墳
群
、
9
1
大
古
野
西
古
墳
群
、
9
2
下
田
神
社
古
墳
、
9
3
下
田
南
古
墳
群
、
9
4
大
原
八
幡
古
墳
、
9
5
上
久
保
 
 

古
墳
群
、
9
6
図
師
棚
田
古
墳
群
、
9
7
平
尾
西
古
墳
、
9
8
雁
俣
池
西
古
墳
群
、
9
9
図
師
東
古
墳
群
、
1
0
0
図
師
西
古
墳
群
、
1
0
1
石
ケ
坪
池
古
墳
群
・
横
穴
墓
群
、
1
0
2
 
 

妙
見
古
墳
群
、
1
0
3
津
積
御
峰
古
墳
群
、
1
0
4
魂
塚
堀
殿
古
墳
群
、
捕
高
来
池
南
古
墳
群
他
、
1
0
6
経
塚
古
墳
群
、
1
0
7
堂
ケ
迫
古
墳
群
、
1
0
8
鋤
迫
サ
ヤ
ケ
谷
古
墳
群
、
 
 

1
0
9
茶
臼
山
古
墳
群
、
1
1
0
ゴ
ウ
ヤ
古
墳
群
、
m
往
還
池
古
墳
群
、
1
1
2
鹿
ヶ
谷
横
穴
墓
群
、
1
1
3
迫
古
墳
群
、
1
1
4
大
将
陣
横
穴
墓
群
、
1
1
5
古
城
尾
古
墳
群
、
1
1
6
高
崎
古
 
 

墳
群
、
1
1
7
古
川
迫
古
墳
群
、
1
1
8
平
原
古
墳
群
他
、
1
1
9
小
松
原
古
墳
群
他
、
1
2
0
オ
ク
ガ
迫
古
墳
群
、
印
富
塚
古
墳
群
、
1
2
2
福
六
古
墳
、
1
2
3
鳥
池
西
古
墳
群
、
1
2
4
神
 
 

手
ケ
池
古
墳
群
他
、
1
2
5
ソ
ウ
エ
ン
ダ
古
墳
群
、
1
2
6
コ
ン
ヤ
塚
原
古
墳
群
、
1
2
7
城
山
古
墳
群
、
1
2
8
山
鹿
神
社
南
古
墳
群
他
、
1
2
9
ナ
ノ
ミ
古
墳
群
、
1
3
0
大
熊
北
古
墳
 
 

群
、
1
3
1
大
能
尚
古
墳
、
1
3
2
本
庄
池
北
古
墳
群
、
1
3
3
長
迫
古
墳
、
1
3
4
古
川
大
塚
古
墳
、
1
3
5
ク
シ
ガ
迫
古
墳
、
郁
蓑
島
古
墳
、
1
3
7
兵
庫
山
古
墳
、
1
3
8
宮
ノ
下
古
墳
群
、
 
 

池
東
古
墳
群
、
1
4
6
小
迫
谷
古
墳
群
、
1
4
7
馬
場
代
古
墳
、
1
4
8
穴
田
古
墳
群
、
1
4
9
高
瀬
古
墳
、
1
5
0
宮
山
横
穴
墓
群
、
1
5
1
欠
塚
古
墳
群
、
1
5
2
覗
山
古
墳
群
、
1
5
3
赤
迫
古
 
 

1
3
9
長
井
陣
山
古
墳
群
、
1
4
0
西
梅
崎
古
墳
群
、
1
4
1
生
目
神
社
境
内
古
墳
、
1
4
2
報
恩
寺
裏
山
古
墳
群
、
1
4
3
カ
ン
ヲ
ン
ヤ
マ
古
墳
群
、
1
4
4
山
田
池
古
墳
群
、
1
4
5
山
ノ
神
 
 
 

墳
群
、
1
5
4
上
迫
償
穴
墓
群
、
1
5
5
豊
後
塚
古
墳
群
、
1
5
6
大
山
古
墳
、
望
同
畑
古
墳
群
、
1
5
8
尾
曲
古
墳
、
1
5
9
寺
屋
敷
横
穴
、
1
6
0
鬼
塚
古
墳
、
1
6
1
上
人
塚
古
墳
、
1
6
2
徳
 
 

墳
、
1
6
9
鬼
塚
古
墳
、
1
7
0
甲
塚
古
墳
群
、
m
奥
山
古
墳
、
1
7
2
大
将
山
古
墳
、
1
7
3
尾
花
原
横
穴
、
1
7
4
新
村
ノ
上
南
古
墳
、
1
7
5
屋
敷
田
山
古
墳
群
、
1
7
6
豊
栄
古
墳
群
、
 
 

永
イ
ナ
リ
古
墳
、
描
京
塚
古
墳
群
、
型
ニ
ッ
塚
古
墳
群
、
1
6
5
通
り
迫
古
墳
群
・
横
穴
墓
群
、
1
6
6
竹
並
遺
跡
群
、
1
6
7
八
景
山
山
麓
古
墳
群
、
1
6
8
矢
留
二
升
五
合
古
 
 
 

1
7
7
火
箱
古
墳
群
、
1
7
8
堂
が
へ
り
古
墳
群
、
1
7
9
朝
日
寺
古
墳
群
、
1
8
0
辛
山
古
墳
群
、
1
8
1
王
子
ケ
迫
古
墳
群
、
1
8
2
横
井
塚
古
墳
群
、
1
8
3
安
永
古
墳
群
、
1
8
4
後
谷
古
墳
、
 
 

1
8
5
台
ケ
原
古
墳
、
1
8
6
台
ケ
原
下
古
墳
群
、
1
8
7
大
塚
古
墳
群
、
1
8
8
古
基
山
古
墳
、
鱒
水
迫
古
墳
、
1
9
0
節
丸
西
古
墳
群
、
1
9
1
椎
ノ
木
古
墳
群
、
1
9
2
ゴ
ウ
ヤ
ベ
ラ
古
墳
 
 

群
、
1
9
3
上
明
神
古
墳
群
、
1
9
4
焼
毛
蛸
古
墳
 
 
 

［
図
二
］
 
 

川
勝
浦
峯
ノ
畑
古
墳
、
拗
勝
浦
井
ノ
畑
古
墳
、
㈱
新
原
奴
山
1
号
墳
、
㈲
新
原
奴
山
別
号
墳
、
㈲
新
原
奴
山
1
2
号
墳
、
㈱
新
原
奴
山
2
2
号
墳
、
S
新
原
奴
山
3
0
 
 

号
墳
、
㈱
生
家
大
塚
古
墳
、
㈱
大
石
岡
ノ
谷
1
号
墳
、
㈹
大
石
岡
ノ
谷
2
号
墳
、
㈹
須
多
田
上
ノ
ロ
古
墳
、
㈹
須
多
田
天
降
天
神
社
古
墳
、
㈹
須
多
田
下
ノ
ロ
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古
墳
、
㈹
須
多
田
ミ
ソ
塚
古
墳
、
㈹
在
自
剣
塚
古
墳
、
㈹
牟
多
田
4
号
墳
、
㈹
相
原
E
－
1
号
墳
、
㈹
須
恵
ク
ヒ
ノ
浦
1
号
墳
、
㈹
城
ケ
谷
3
号
墳
、
0
0
東
郷
 
 

高
塚
古
墳
、
㈱
ス
ベ
ッ
ト
ウ
古
墳
、
㈲
久
原
澤
田
3
号
墳
、
㈲
徳
重
高
田
1
6
号
墳
、
伽
名
残
高
田
2
5
号
墳
、
㈲
田
久
瓜
ケ
坂
Ⅰ
区
S
O
－
0
1
古
墳
、
1
勝
浦
乗
 
 

越
古
墳
、
2
勝
浦
水
押
古
墳
群
、
3
奴
山
正
園
古
墳
、
4
新
原
奴
山
古
墳
群
、
5
須
多
田
宮
ノ
下
古
墳
、
6
須
多
田
ニ
タ
塚
古
墳
、
7
塩
浜
古
墳
、
8
梅
津
古
 
 

墳
、
9
森
山
古
墳
群
、
1
0
丸
山
古
墳
、
1
1
水
上
古
墳
群
、
1
2
彦
六
古
墳
、
1
3
入
津
加
古
墳
群
、
1
4
大
在
自
古
墳
群
、
1
5
大
力
谷
古
墳
群
、
1
6
大
力
様
古
墳
群
、
 
 

1
7
清
田
ケ
浦
古
墳
群
、
1
8
宮
地
嶽
古
卑
1
9
宮
司
井
手
ノ
上
古
墳
、
2
0
天
神
古
墳
、
2
1
大
志
登
古
墳
、
2
2
経
塚
古
墳
、
2
3
鳥
の
巣
古
墳
、
2
4
頭
脳
山
観
音
古
墳
、
 
 

鱒
高
貫
古
墳
、
2
6
鞍
掛
古
墳
、
2
7
城
古
墳
、
2
8
手
光
波
切
不
動
古
墳
、
2
9
手
光
古
墳
群
、
3
0
冠
古
墳
、
3
1
小
竹
古
墳
、
3
2
野
間
尻
古
墳
群
、
3
3
長
尾
古
墳
群
他
、
 
 

3
4
飛
塚
古
墳
群
、
3
5
桑
ノ
木
古
墳
、
3
6
大
塚
古
墳
、
訂
元
神
輿
古
墳
、
3
8
鳥
ノ
巣
古
墳
、
3
9
椿
古
墳
、
4
0
猿
田
古
墳
、
4
1
畦
町
古
墳
、
5
4
相
原
古
墳
群
、
5
8
・
 
 

5
9
久
戸
古
墳
群
、
6
7
稲
元
首
墳
群
、
7
0
須
恵
須
賀
浦
遺
跡
、
7
5
平
等
寺
原
古
墳
群
、
7
7
平
等
寺
向
原
古
墳
群
、
7
8
城
ケ
谷
古
墳
群
、
7
9
三
郎
丸
堂
の
上
古
墳
群
、
 
 

8
0
平
等
寺
半
田
古
墳
群
、
些
二
郎
丸
古
墳
群
、
8
9
武
丸
皆
真
庵
古
墳
群
、
9
8
武
丸
町
添
古
墳
群
、
9
1
富
士
原
梅
木
古
墳
群
、
9
2
名
残
遺
跡
群
、
9
3
百
田
古
墳
群
、
 
 

9
4
朝
町
浦
谷
古
墳
群
、
9
5
朝
町
山
ノ
ロ
古
墳
群
、
9
6
野
坂
新
田
古
墳
群
、
9
7
朝
町
妙
見
古
墳
群
、
9
8
中
松
元
古
墳
群
、
9
9
光
岡
草
場
古
墳
群
、
1
0
0
大
穂
町
原
古
 
 

墳
群
、
1
0
1
大
穂
町
町
口
古
墳
群
、
1
0
2
王
丸
出
口
古
墳
群
、
1
0
3
久
原
古
墳
群
、
1
0
4
王
丸
長
谷
古
墳
群
、
1
0
5
王
丸
清
瀬
古
墳
群
、
1
0
6
東
郷
古
墳
群
、
1
0
7
村
山
田
高
江
 
 

古
墳
群
、
1
0
8
大
井
三
倉
遺
跡
、
1
0
9
大
井
池
ノ
谷
遺
跡
、
王
丸
長
谷
古
墳
群
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